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ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
「
空

飛
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
」
の
ロ
マ
ン

を
畳
に
乗
せ
た
私
た
ち
の
会
報

「
空
飛
ぶ
畳 

第
１
２
号
」
を

今
回
１
年
ぶ
り
に
発
行
い
た
し

ま
す
。
長
く
ご
無
沙
汰
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
こ
の
１
年
間
も
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
な
さ
れ
、
幾
度

も
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
当
会
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
１

年
前
と
な
る
昨
年
９
月
２
６
日
、

延
岡
市
消
防
本
部
の
視
聴
覚
室

で
、「
市
民
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
０
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
違
う
、
国
・

県
・
市
・
消
防
団
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
自
主
防
災
組
織
の
代
表

者
が
一
堂
に
会
し
、『
そ
の
と
き

連
携
は
？
』
の
テ
ー
マ
の
下
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

熱
く
展
開
し
て
、
意
義
深
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。（
内
容

は
後
述
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。） 

そ
の
後
、
当
会
の
総
会
を
ホ

テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
に
移
し
て
開

催
、
各
種
議
案
が
決
定
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
か

れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
反
省
会
・

懇
親
会
は
終
始
和
や
か
で
楽
し

く
、
笑
い
の
中
で
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。 

 

翌
１
０
月
の
下
旬
に
は
、
上

田
耕
市
副
会
長
が
五
ケ
瀬
川
以

外
に
現
存
す
る
２
カ
所
の
畳
堤

の
ひ
と
つ
、
岐
阜
県
長
良
川
の

畳
堤
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
国
交
省
木
曽
川
上
流
河
川

事
務
所
の
職
員
か
ら
現
地
で
説

明
を
受
け
、
構
造
に
違
い
は
あ

れ
同
じ
く
畳
で
街
を
守
っ
た
畳

堤
の
あ
る
街
が
交
流
し
「
防
災

都
市
連
携
」
を
進
め
て
い
き
た

い
、
と
い
う
当
会
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
の
１
歩
を
踏
み
出
し
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介
で
は
、

水
防
月
間
の
広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
、
今
年
５
月
１
５
日
（
土
）

Ｍ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
県
政
番
組
「
お

し
え
て
！
み
や
ざ
き
」
で
、
洪

水
か
ら
街
を
守
っ
た
先
人
の
知

恵
『
畳
堤
』
が
広
く
県
下
に
放

映
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
ワ

イ
ワ
イ
で
も
、
当
会
の
活
動
の

様
子
が
放
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
１
年
で
も
っ
と
も
嬉
し

か
っ
た
の
は
、
河
川
文
化
の
発

展
や
水
防
活
動
、
河
川
愛
護
活

動
に
功
績
が
あ
っ
た
と
い
う
理

由
で
、
今
年
３
月
３
０
日
（
火
）

「
社
団
法
人 

日
本
河
川
協
会

会
長 

虫
明
功
臣
氏
」
か
ら
河

川
功
労
賞
の
通
知
を
受
け
た
こ

と
で
す
。
表
彰
状
の
伝
達
式
は
、

６
月
２
日
に
国
交
省
延
岡
河
川

国
道
事
務
所
で
行
わ
れ
、
横
峯

正
二
所
長
か
ら
記
念
品
と
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
会
員
は
、
表
彰
に
恥
じ
な
い

よ
う
、
よ
り
一
層
活
動
を
充
実

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

 

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
８
月

４
日
の
「
橋
の
日
」
に
は
、
５

０
０
名
の
参
加
者
と
合
流
し
、

畳
堤
周
辺
の
清
掃
と
献
花
を
行

い
河
川
に
対
す
る
敬
虔
の
念
を

表
し
ま
し
た
。 

 

会
員
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
畳
堤
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
自

分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
意
識
で
楽
し
く
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

会
長 

木
原 

万
里
子 
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「
河
川
文
化
の
発
展
に
寄
与

し
た
」
と
し
て
、
当
会
は
今
年
、

社
団
法
人
日
本
河
川
協
会
か
ら

河
川
功
労
団
体
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
伝
達
式
が
、
６
月

２
日
に
国
土
交
通
省
延
岡
河
川

国
道
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
峯
正
二
所
長
よ
り
、
当
会
の

木
原
会
長
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

式
で
会
長
は
「
畳
堤
に
は
先

人
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
を
機
に
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
意
識
を
市
民
と
再
確
認
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

当
会
は
、
平
成
１
３
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
地
域
と
行
政
の

協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
国
交

省
か
ら
も
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

畳
堤
の
仕
組
み
調
査
、
そ
の

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
地
元
で
の

聞
き
取
り
調
査
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
た
小
冊
子
の
発
行
、
市
民

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
、
畳
堤

マ
ッ
プ
や
Ｃ
Ｄ
の
製
作
等
に
よ

る
市
民
啓
発
、
デ
ザ
イ
ン
的
に

も
優
れ
た
、
良
質
の
土
木
遺
構

で
あ
り
、
住
民
の
知
恵
の
結
集

と
し
て
の
畳
堤
を
広
く
市
民
に

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地

域
防
災
の
勉
強
の
場
と
す
る
活

動
と
拠
点
作
り
等
。 

こ
れ
ら
の
活
動
を
先
代
会
長
、

現
会
長
と
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
役

員
を
は
じ
め
と
し
て
、
会
員
の

皆
さ
ま
が
市
民
や
全
国
に
発
信

し
つ
つ
、
活
動
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

今
回
の
団
体
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。 み

ず
か
ら
地
域
・
ま
ち
を
守

る
活
動
を
し
て
い
る
当
会
に
対

す
る
、
歴
代
に
わ
た
っ
て
の
国

交
省
の
ご
協
力
や
市
行
政
、
自

主
防
災
関
係
部
署
と
の
協
働
の

結
実
で
も
あ
り
ま
す
。 

    

第
２
５
回
橋
の
日
の
イ
ベ
ン

ト
が
８
月
４
日
早
朝
６
時
前
か

ら
亀
井
橋
で
あ
り
、
本
会
か
ら

は
会
員
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

雨
上
が
り
の
西
の
空
に
か
か

る
虹
の
ア
ー
チ
を
見
な
が
ら
、

市
民
約
５
０
０
人
が
川
岸
を
掃

除
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
市
内
の
僧
侶
が
１

０
人
以
上
集
ま
り
、
口
蹄
疫
被

害
家
畜
鎮
魂
慰
霊
祭
を
行
い
、

犠
牲
と
な
っ
た
牛
や
豚
な
ど
を

追
悼
し
ま
し
た
。 

橋
の
日
は
、
昭
和
６
１
年
に

延
岡
市
の
安
賀
多
橋
で
開
催
さ

れ
た
の
が
最
初
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
全
国
２
７
都
道
府

県
で
開
催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

来
年
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

先
人
の
知
恵
・
畳
堤
を 

守
り
伝
え
る
活
動
が 

認
め
ら
れ
ま
し
た
！ 

河
川
功
労
賞
受
賞 

 

 

この２枚の写真は、昨年１０月下旬、上田副会長が視察し

た岐阜県長良川の畳堤です。畳堤は全国にこの長良川と、延

岡市の五ケ瀬川、兵庫県龍野市揖保川の３カ所残っています

が、枠がおしゃれな扇形をしているのは延岡だけです。また、

延岡の畳堤が１番古いことが分かっています。 

橋
の
日
イ
ベ
ン
ト 

に
参
加
し
ま
し
た 

（
国
交
省
木
曽
川
上
流

河
川
事
務
所
の
職
員
２

人
と
と
も
に
、
長
良
川
の

畳
堤
の
前
で
） 
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「
歴
史
に
学
ぶ
川
づ
く
り
・

川
普
請
」
を
テ
ー
マ
に
、「
ふ
る

さ
と
の
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

（
宮
崎
県
県
土
整
備
部
河
川
課

主
催
）
が
、
３
月
７
日
に
延
岡

市
牧
町
の
リ
バ
ー
パ
ル
五
ケ
瀬

川
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

福
岡
大
学
工
学
部
の
渡
辺
亮

一
准
教
授
に
よ
る
講
演
「
歴
史

的
土
木
構
造
物
と
水
生
生
物
の

関
係
」
に
先
立
っ
て
、
川
に
関

係
す
る
行
政
や
地
元
団
体
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
か
ら

は
矢
野
事
務
局
長
が
出
席
し
て

「
畳
堤
の
歴
史
」
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。 

 

本
会
の
ほ
か
に
は
、
宮
崎
県

河
川
課
が
「
北
川
の
霞
堤
（
か

す
み
て
い
）
」
、
延
岡
北
川
町
温

故
知
新
の
会
が
「
尺
八
樋
の
改

修
・
復
元
」
、
北
川
流
域
ネ
ッ
ト

が
「
岩
熊
井
堰
の
歴
史
」
、
国
交

省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
が

「
隔
流
堤
の
仕
組
み
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

４
月
３
０
日
に
は
、
北
町
の

畳
堤
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
か
ら

取
材
を
受
け
ま
し
た
。（
写
真
下
） 

 

５
人
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
、
木
原
会
長
は
本
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
岡
田
光
直
役
員
は

北
町
の
地
域
代
表
と
し
て
、
上

杉
会
員
は
自
主
防
災
組
織
と
畳

堤
の
関
係
に
つ
い
て
、
芝
弘
光

副
会
長
は
地
域
住
民
と
防
災
に

つ
い
て
、
廣
瀬
武
男
役
員
が
川

中
地
区
区
長
会
会
長
と
し
て
話

し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
５

月
１
５
日
に
県
内
一
円
に
放
送

さ
れ
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
と
の
格
闘
の
末
、

よ
う
や
く
「
空
飛
ぶ
畳
」
第
１

２
号
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
役
員
の
皆
様
、
何
度

も
編
集
会
議
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
ご
面
倒
を
お
掛
け
し
ま
し

た
。 

 

よ
う
や
く
コ
ツ
が
つ
か
め
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
第
１
３

号
は
少
し
早
く
作
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
頑
張
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
、
川
に
関
す
る

話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
（
ぬ
） 

防災フェスタ＆自然災害フォーラム 

２０１０年１１月２３日（祝）１０：００～１７：００ 

会場 延岡市野口記念館  

▼防災訓練展示等 １０：００～１７：００ 

１、はしご車と救急車の訓練展示 

２、起震車による地震体験 

３、各種防災団体、ボランティア組織等による 

パネル展示 

▼延岡自然災害フォーラム １３：００～１６：４５ 

テーマ「１７年の水害、１８年の竜巻災害を忘れない」

風工学会加盟の京都大学等の先生方による討論 

主催 日本風工学会 

共催 延岡市、五ケ瀬川の畳堤を守る会 

 

★会員の皆様、とてもためになるフォーラムです。ぜひ参

加しましょう。 

★フォーラム前に、本会の平成２２年度総会を行います。 

 １１月２３日１１：００～ 会場・市役所１階多目的室 

 総会が終わり次第、昼食 

おいしいお弁当、お茶が無料で付きます。 

そのあと、フォーラムに参加します。 

★なお、当日、年会費２０００円を徴収しますので、 

ご用意ください。ご協力お願いいたします。 

研
修
会
＆
総
会

の
お
知
ら
せ
！ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表 

畳
堤
が
Ｍ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
で 

県
内
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た 

 

 

 

五ケ瀬川の畳堤を守る会 

事務局 社会福祉法人光紀会ひかり工房内 

矢野 光孝 

〒８８２－００６３ 

宮崎県延岡市古川町７４番地１ 

ＴＥＬ ０９８２－３４－１３８９ 

ＦＡＸ ０９８２－２３－１６１７ 
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守
る
会
は
昨
年
９
月
２
６
日
、

「
市
民
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０

９
」
を
延
岡
市
野
地
町
の
市
消
防

本
部
で
開
き
ま
し
た
。
畳
の
製
作

実
演
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
好
評
で
、
約
１
０
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

先
立
ち
、
国
交
省
、
県
延
岡
土
木

事
務
所
、
市
防
災
推
進
室
か
ら
、

平
成
１
７
年
の
台
風
１
４
号
災
害

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
五
ケ
瀬
川
や
北
川

水
系
で
の
防
災
事
業
の
進
捗
状
況

と
と
も
に
、
国
、
県
、
市
と
も
防

災
情
報
の
周
知
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
は
「
そ
の
と
き
、
連
携
は
」。

パ
ネ
ラ
ー
は
塚
本
剛
好
・
延
岡
河

川
国
道
事
務
所
副
所
長
、
高
橋
秀

人
・
延
岡
土
木
事
務
所
河
川
砂
防

課
長
、
小
村
周
司
・
市
防
災
推
進

室
長
補
佐
、
吉
岡
晃
さ
ん
（
市
消

防
団
員
）、
平
川
真
悟
さ
ん
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
代
表
）
、
上
杉
泰
洋
さ
ん

（
当
会
会
員
、
市
防
災
推
進
員
）
。

当
会
の
上
田
副
会
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。 

い
ざ
と
い
う
時
、
市
民
は
ど
う

行
動
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

パ
ネ
ラ
ー
は
①
情
報
の
入
手
に
努

め
る
こ
と
。
②
食
料
を
持
参
し
て
、

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
。
こ
の
２

点
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

家
の
気
密
性
が
高
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
風
雨
の
中
、
広
報
車
が

回
っ
て
き
て
も
声
が
聞
こ
え
に
く

い
状
況
で
す
。
広
報
に
耳
を
澄
ま

せ
る
、
災
害
情
報
メ
ー
ル
な
ど
を

活
用
し
て
、
自
ら
情
報
を
得
よ
う

と
す
る
努
力
が
重
要
で
す
。 

畳
の
製
作
実
演
で
は
、
同
市
昭

和
町
の
岩
田
浩
之
さ
ん
が
、
框
（
か

ま
ち
）
縫
い
（
畳
表
を
縫
い
つ
け

る
）、
平
縫
い
（
へ
り
を
縫
い
つ
け

る
）
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
市
大
貫
町
、
第
三
木

材
勤
務
の
俵
達
郎
さ
ん
に
作
っ
て

い
た
だ
い
た
畳
堤
の
木
製
模
型
に
、

「
五
八
間
」（
ご
は
ち
ま
）
サ
イ
ズ

の
畳
を
は
め
込
む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
好
評
で
し
た
（
写
真
上
）。 

   

◆
国
交
省
か
ら
◆ 

平
成
１
７
年
の
台
風
１
４
号
で

は
市
内
５
カ
所
で
堤
防
を
越
水
、

さ
ら
に
内
水
被
害
が
発
生
し
、
床

上
浸
水
１
３
１
５
戸
、
床
下
浸
水

３
９
９
戸
に
も
及
ぶ
甚
大
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
被
害

を
受
け
、
同
年
度
か
ら
「
五
ケ
瀬

川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

（
通
称
：
激
特
事
業
）
」
に
よ
り
、

短
期
集
中
的
に
河
川
改
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

激
特
事
業
で
は
、
河
道
掘
削
、

築
堤
、
排
水
ポ
ン
プ
場
整
備
等
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
２
１
年
度
末

で
ほ
ぼ
工
事
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
安
賀
多
橋
の
架
け
替

え
工
事
を
継
続
実
施
し
、
早
期
供

用
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

河
川
改
修
等
の
ハ
ー
ド
整
備
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

国
・
県
・
市
で
は
、
防
災
情
報
の

提
供
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表

等
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
ソ

フ
ト
面
で
の
対
策
も
行
っ
て
い
ま

す
。（
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
調
査

第
一
課
・
甲
斐
英
明
さ
ん
） 

防災情報の入手方法いろいろ 

 

▼電話で聞く＝☎0982(31)3000。音声

で情報が聞ける。 

 

▼わいＷａｉテレビ情報チャンネル

で、避難情報や、定点カメラによる川

の様子の映像などを放送している。 

 

▼インターネット（パソコンから） 

・五ケ瀬川防災情報（国提供） 

・雨量・河川水位観測情報（県提供） 

・「延岡市役所」のホームページを開

き、「いざというときのために市防

災・災害情報」をチェック。 

 

▼インターネット（携帯電話から） 

・五ケ瀬川防災情報システム（国提供） 

・宮崎県の雨量・河川水位観測情報 

 

▼国、県、市がそれぞれ提供している

災害情報メールサービスに登録して

おく。 

岩田浩之さん 

防
災
を
楽
し
く
再
認
識 

市
民
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム 

こ
の
模
型
は
、
消
防
本
部
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん 

ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 


